
第 8章 調査 日予測 日評価の手法及び結果

8-1 大気質

1,施工時
(1)調  査
ア.調査すべき情報

(ア )環境濃度の状況

調査項目は、資材等運搬車両の走行に伴 う排出ガスの影響、切土・盛土工事及

び資材等運搬車両の林道大福山線の未舗装区間の走行に伴 う粉 じんの影響を検討

するため、以下の大気汚染物質 とした。

・窒素酸化物 (一酸化窒素、二酸化窒素)及び浮遊粒子状物質
・粉 じん (浮遊粉 じん、降下ばいじん )

(イ )気象の状況

現況濃度の解析や将来濃度予測を行 う際に使用する気象条件 となる風向、風速

について調査 した。

(ウ )社会環境

事業実施区域周辺の土地利用状況のほか、学校、医療施設の分布状況、主な発

生源の分布状況、大気質に係る苦情の状況などについて把握 した。

(工 )自 然環境

調査項目は、地形の状況等とした。

(オ )法令による基準等

環境基本法に基づ く大気汚染に係る環境基準及び二酸化窒素に係 る県環境 目

標値等について調査 した。

イ 調査の手法
(ア )環境濃度の状況
a 文献調査
窒素酸化物及び浮遊粒子状物質は、大気環境常時測定局、「H21環境影響評価書」、

君津環境整備センターで狽I定 している大気質のモニタリング調査結果等を収集、

整理 した。

浮遊粉 じん及び降下ばい じんについては、君津市が市内で沢↓定している調査資

料を収集整理 した。

b 現地調査
大気質に係 る現地調査は、浮遊粉 じん及び降下ばい じんを対象とした。測定方
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法は表 8-1,1に 示す とお りである。

表 8-1.1 大気質の測定方法
測定項 目 浪1定方法 備  考

浮遊粉 じん
ローボ リュウム

エアサンプラー法

大気汚染物質測定法指針 第 2章 122
吸引高さ 1.5m
l日 1データ

降下ばい じん ダス トジャー法

分析方法 :衛生試験法・注解 20104,4.122)(1)
開口面の高さ 1.5m
lヶ 月 1データ

(イ )気象の状況
a 文献調査
風向・風速は気象官署及び君津環境整備センターにおける測定データを収集、

整理 した。

b 現地調査
気象 (風向・風速)の測定は、「地上気象観測指針」 (平成 H年 2月 気象庁 )
に定める方法によつた。

測定方法等の詳細は、表 8-1.2に 示す とお りである。

表 8-1.2 風向・風速の沢1定方法

測定項 目 測定方法 測定高

風向・風速 プ ロペ ラ型風向風速計 によ り測定 5.Om

気温・湿度 通風乾湿計による測定 1.5m

ウ 調査地域
(ア )文献調査

文献調査の調査地域は、君津市及び市原市を対象とした。

(イ )現地調査

現地調査の調査地域は、事業実施区域及びその周辺 200mの範囲とした。

工 調査地点等
(ア )文献調査

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の調査地点は君津俵田測定局、市原平野狽1定局

とし、気象の調査地点は坂畑地域気象観測所及び君津環境整備センターとした。

調査地点の位置は、図 3-1-1,3(p.33)に 示 したとお りである。

(イ )現地調査

浮遊粉 じん及び降下ばいじんの調査地点の位置は図 8-1.1に、調査地点別の

沢1定項 目は表 8-1,3に 示す とお りである。なお、調査地点 3は林道大福山線の

未舗装部分に設定 した。
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表 8-1,3 調査地点別測定項 目

測定項 目
地点 1 地点 2 地点 3

埋立地北 自然歩道 林道大福山線

浮遊粉 じん ○ ○

降下ばいじん ○ ○ ○

気象 O

―は未測定を示す

オ 調査期間等
(ア )文献調査

調査期間は、経年変化が把握できる期間とし、原則 として直近の 5年間とした。

(イ )現地調査
浮遊粉 じん、降下ばい じん、風向・風速の現地調査は表 8-1.4に示す時期、
期間とした。

表 8-1.4 粉 じん等の調査期間
測定項 目 測定時期・期間 備  考

浮遊粉 じん

秋 季 平成 26年 11月 13日 ～ H月 20日

各 1週間測定
冬 季 平成 27年 1月 10日 ～1月 17日

春 季 平成 27年 4月 20日 ～4月 27日

夏 季 平成 27年 6月 8日 ～6月 15日

降下ばい じん

秋 季 平成 26年 11月 6日 ～12月 6日

各 lヶ 月間測定
冬 季 平成 27年 1月 6日 ～2月 6日

春 季 平成 27年 4月 7日 ～5月 7日

夏季 平成 27年 6月 1日 ～7月 1日

気  象

秋 季 平成 26年 11月 6日 ～ 12月 6日

各 lヶ 月間測定
冬 季 平成 27年 1月 6日 ～2月 6日

春 季 平成 27年 4月 7日 ～5月 7日

夏季 平成 27年 6月 1日 ～7月 1日
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図 8-1.1 粉 じん等調査地点位置図
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■ 浮遊粉じん、降 卜ばいじん調査地点

● 降 卜ばいじん調査地点

注 )訓杏地点 1で |よ風向・風速、気淵_・ 温度を測定

凡 例

対象事業実施区域

増設埋立地

町試挫立即キ
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力 調査結果
(ア )環境濃度の状況
a 窒素酸化物 (― 酸化窒素、二酸化窒素 )及 び浮遊粒子状物質
(a)文献調査結果
事業実施区域及びその周辺における大気質に係る環境濃度の状況は、

章 3-1 2.大 気質の状況J(p.3-6～ 12)に示 したとお りである。

「第 3

「一般環境大気測定局における大気質の状況 J

事業実施区域周辺の君津俵 田及び市原平野の一般環境大気測定局における

平成 26年度の狽↓定結果は、二酸化窒素については両測定局 とも環境基準を達
成 してお り、過去 5年間も環境基準を達成 している。

また、浮遊粒子状物質については、平成 26年度の沢1定結果は、両沢1定局 とも

短期的評価、長期的評価の環境基準を達成 している。過去 5年間は、短期的評

価は君津俵 田測定局で平成 25年度を除き環境基準を達成 している。市原平野
測定局は平成 22～ 25年度は環境基準を達成 していなかったが、平成 26年度は

達成 している。長期的評価では、過去 5年間は両測定局 とも環境基準を達成 し

ている。

「H13生活環境影響調査書 J
「H13生活環境影響調査書」によると、対象事業実施区域の北側に近接 した
石塚方面地点及び南方約 2.O kmの 蔵玉地点における大気質調査の結果、二酸化

窒素については、 1時間値の最高値は冬季の 0.056ppm、 日平均値の最高値は冬

季の 0.022 ppmで あり、環境基準を下回る値 となっている。浮遊粒子状物質は、

2地点 とも、各季節で環境基準を下回る値 となっている。

「H21環ド兄影響評価書 J
「H21環境影響評価書」によると、林道戸面蔵玉線 (蔵玉集落)で実施 した
人気質調査結果では、二酸化窒素の 日平均値 の最高値 は冬季調査における

0,016ppmで あり、環境基準 (1時間値の 1日 平均値が 0.04か ら 0.06ppmま で
のゾーン内又はそれ以下であること。)及び県環境 目標値 (日 平均値の年間 98%
値が 0.04ppm以 下)を 下回つている。また、浮遊粒子状物質は、 1時間値の最
高値 は春季調査における 0,090mg/ポ 、 日平均値の最高値は冬季調査における

0.036 mg/ポ であり、いずれも環境基準 (1時間値の 1日 平均値が 0,10 mg/だ

以下であ り、かつ 1時間値が 0.20 mg/だ以下であること。)を 下回つている。

「君津環境整備センターによるモニタリング調査結果」

君津環境整備センターでは、平成 16年 4月 の開設以来、既設埋立地の敷地

境界及び南方約 2.O kmの蔵玉において大気質のモニタリングを行つており、最

近 5年間の狽1定結果は、二酸化窒素の 1日 の平均値は 0,005～ 0.017 ppmで あ
り、2地点 とも環境基準を下回る状況にある。浮遊粒子状物質の 1時間値の最
高値は、0.009～ 0.063阻 g/ポ 、1日 の平均値は 0.004～ 0,022 mg/∬ であり、2地

点 とも環境基準を下回る状況にある。
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b 浮遊粉 じん、降下ばいじん
(a)文献調査結果
i 粉 じん

君津市では山砂輸送のダンプカーの運行による粉 じん等の影響を把握する

ため、図 8-1,2に示す小櫃地区及び小糸地区で浮遊粉 じん及び降下ばい じん
の沢1定を行つている。
帯 辞 のビ た 岸 ぉ 減 粋 燃 ド ′ /声 湛ヽ ド甘

~l十
‡ Q_1 ぺ lア 雫 十 >按 n不 ふ n ′I、 膳 十オJ

区では 0.012～ 0.035mg/ポ、平均 0.019mg/r、 小糸地区では 0.011～ 0.023mg/

ポ、平均 0,017mg/ポ、対照地点では 0,010～ 0.019mg/が 、平均 0,013mg/だ とな

っている。

また、平成 21年度～25年度における浮遊粉 じんの君津市内の平均値の推移

の状況は表 8-1.6に 示すとお りであり、減少傾向がみ られる。粉 じん濃度は

冬季から春季にかけて高く、夏季から秋季にかけて低い傾向がみられる。

表 8-1.5 君津市内における浮遊粉 じんの状況 (平成 25年度 )
(単位 :mg/∬ )

番 号 地 区 測定地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

①

月ヽ

栢

吉野 286 0 017 0 016 0 016 欠 測 0 021 0 012 0 014 0 024 0.035 0 034 0.025 0 023 0,021

② 戸崎 935 0 015 0 016 0 014 0,020 0 021 0 013 0 012 0 021 0 019 0 017 0 020 0 019 0 017

2地 点平均 0.016 0 016 0 015 0 020 0 021 0 013 0 013 0 022 0.027 0 026 0 022 0 021 0,019

③

月ヽ

糸

鎌滝 151 0,014 0 014 0 019 0 020 0,021 0 012 0,011 0 018 0 015 0 015 0 017 0 017
0 016

④ 大井 1281 0 014 0 013 0 014 0 023 0 023 0 013 0 012 0 019 0 017 0 018 0 020
0 018 0 017

2地 点平均 0 014 0 013 0 016 0 021 0 022 0 013 0 012 0 019 0 016 0 017 0 018 0.018 0 017

⑤
(対 照地点 )

植畑 775-5
0 013 0 012 0 012 0 017 0 019 0 010 0 013 0.014 0 012 0 012 0 014 0 015 0 013

注)番 号は、図 8-1 2中 の番号に対応する。
出典 :「 平成 26年度版 きみつの環境J(平成 27年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )

表 8-1.6 君津市内における浮遊粉 じんの推移 (平成 21～ 25年度 )

注 1)粉 じん濃度は 5地点の平均値を示す。
2)平均値は、各年度の「きみつの環境 Jよ り算定。

(単 だ )

3月 平 均8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月年 度

0 031 0 032 0 032 0 026 0 0270 031 0 022 0 020 0 025 0 025 0 028平成 21年度 0 029 0.031

0 024 0,026 0 0210 017 0.020 0 022 0 029 0 022 0 019平成 22年度 0 019 0 022 0 019 0 021

0 020 0 0200 014 0 022 0 015 0 021 0 023 0 0240 021 0 026 0 019 0 014 0.020平成 23年度

0 018 0 018 0 019 0,025 0 0160 010 0,014 0 009 0.014 0 013 0.017平成 24年度 0 020 0.017

0 019 0 018 0 0170 021 0 012 0 012 0 019 0 020 0 019平成 25年度 0 015 0 014 0 015 0 020

0 021 0 022 0.022 0 024 0 023 0 0200 019 0 018 0 017 0,017 0 019平 均 0 021 0.022
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ii 降下ばいじん

平成 25年度の降下ばいじんは表 8-1.7に示すとお り、小櫃地区では 4.2
～35.4t/隠 /月 、平均 12.3t/晰 /月 、小糸地区では 2.7～ 74,2t/晰 /月 、平均
10.9t/M/月 、対照地点で 0.6～ 3.7t/間 /月 、平均 1.8t/M/月 となっている。
また、平成 21年度～25年度における降下ばいじんの君津市内の平均値の推
移の状況は表 8-1.8に示す とお りである。年度ごとに変動 してお り、一定の
傾向はみられない。降下ばい じんは春季に高く、夏季から秋季にかけて低い傾

向がみられる。

表 8-1,7 君津市内における降下ばい じんの状況 (平成 25年度 )
(単位 it/k玉 /月 )

注)番号は、図 8-1 2中 の番号に対応す る。
出典 :「平成 26年度版 きみつの力采

‐
境」 (平成 27年 3月 君津市市民 }呆‐境部環境保全課 )

番 号 地 区
測定

地点
項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均 最 高 最 低

1

/ト

櫃

吉 野

286

不溶解 30, 1 7 1 10 5 112 80 7 1 欠 測 18 3 150 14 8 9,2 28 2 14 5 30 1 7 1
ン黎  狩7 53 1 3 3.4 20 18 56 欠 測 28 1 5 19 2.5 10 2.6 5,6 10
総 量 354 84 139 132 98 127 欠 測 21 1 16. 5 16,7 117 29 2 17. 1 35 4 8.4

2
長谷川
348

不溶解 76 48 45 42 3.6 3 5 46 8 8 5,5 6,1 48 114 58 l1 4 35
溶 解 34 13 22 0.6 0,6 39 12 2 1 16 1,5 22 0,7 1 8 39 06
総  量 ■ 0 6 1 67 4,8 42 74 58 10 9 7 1 7.6 70 12 1 76 12. 1 42

2地 点
平均

不溶解 189 60 75 58 53 136 10.3 105 70 198 10 1 20 8 53
彰曇  角写 44 1 3 28 1 3 1 2 48 12 25 1.6 17 24 09 22 08
総  量 23.3 7.3 10 3 90 70 10 1 58 16 1 119 12、 2 94 20.7 12.3 23.8 63

3

/1ヽ

糸

鎌滝
97

不溶解 54 7 21.8 41,7 14 7 26.5 4,2 59 11.2 63 37.2 28 72 0 24.9 72 0 28
惚゙  角写 5.0 2.5 46 1 3 2.6 53 23 5,4 15 20 30 22 3.1 54 1 3

総  量 597 24 3 46 3 16 0 29 1 95 82 16. 6 78 392 5.8 74 2 28 0 74 2 58

4
市宿
320

不溶解 87 40 29 29 40 20 27 9,3 85 63 39 10.0 54 100 20
溶 解 43 1,4 2.0 12 10 30 08 2.3 2.4 19 22 2.9 2 1 43 08
総 量 13 0 54 49 4.1 50 5,0 3.5 11.6 109 82 6 1 129 7.5 13.0 35

5
南子安
6-24

不溶解 35 23 14 1 9 2 1 2,1 37 19 25 4.0 55 27 14
溶 解 23 1 3 43 1.3 1 1 3 1 3.2 15 14 0,9 26 1.6 2 1 43 09
総  量 58 36 57 27 30 52 5.3 52 33 34 6.6 7 1 48 7 1 27

6
大井

341

不溶解 3,3 42 41 22 29 38 28 30 39 38 4 1 5.4 3.6 54 22
溶 解 3.8 1,3 117 06 5,2 06 14 1 8 1.2 23 04 18 04
総 量 7 1 55 58 38 35 90 34 4.4 57 50 6.4 58 54 90 34

7
大井戸
1119

不溶解 82 19,9 50 4 1 5.4 69 37 46 33 75 75 86 7.1 19, 9 33
溶 解 3.6 1 1 14 1 1 1.0 43 0,8 1 3 1 3 10 24 1,1 1 7 43 08
総 量 11 8 21 0 64 52 64 11 2 4.5 5,9 46 8.5 99 96 88 210 4,5

5地 点
平均

不溶解 157 104 11.0 5 1 8 1 38 34 6.4 48 11.5 45 20 3 8,7 22 6 23
溶 解 38 1 5 2.8 1 3 1 3 42 1 5 24 17 1.4 25 16 2.2 47 0,8
総 量 19.5 119 138 64 94 80 49 88 6.5 129 7.0 21,9 10 9 20,7 33

8
(対照地点 )

植畑 7755

不溶解 1 1 10 04 0.4 04 06 1.0 0,4 0,7 07 0,7 1 1 07 1 1 0,4
溶 解 2.6 1.1 0.9 1 1 0,5 2.1 1.0 0.2 09 0.5 25 02 1,1 0,2
総 量 37 2 1 1.3 1 5 09 2.7 20 06 1 6 1 2 32 13 1.8 3.7 06
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表 8-1.8 君津市内における降下ばいじんの推移 (平成 21～ 25年度 )
(単位 :t/晒 /月 )

9 ∝ 7 , 11 ク 71 19 0 10  1

年 度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均

平成 21年度 125 143 90 40 6 68 68 10  1 7.5 95 132 147 30 0 14 5

平成 22年度 109 85 5.5 10 3 6.7 85 43 70 80 65 88 177 85

平 計 ?R年 度 315 129 176 94 62 7 3 57 45 50 75 64 192 10 9

88
平成 24年度 164 58 83 83 55 6.4 47 68 98 66 73 21 1

平 均 17 9 102 103 150 66 73 59 7 1 79 90 89 214 106

注 1)降 下ばいじんは 8地点の平均値を示す。
2)平 均値は、各年度の「きみつの環境 Jよ り算定し

I「

1～ 8 降下ばいじん

1 2
浮遊粉じん①～⑤

図 8-1,2 降下ばいじん、浮遊粉じん常時監視地点位置図
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(b)現地調査結果
i.浮遊粉 じんの調査結果
浮遊粉 じんの現地調査結果は表 8-1,9に 示す とお りである。

「調査地点 1(埋立地北)」
年間平均値は 0,050mg/ポ であり、地点 2よ り高い値を示 している。季節別
の濃度 (平均値)は、0.037～ 0.073mg/だ であ り、春が最も高くなっている。
1日 の最大値は春の 0.12mg/♂ であり、最小値は冬の O.014g/ポである。

「調査地点 2(自 然歩道 )」
年間平均値は 0.026mg/♂ であり、地点 1の半分程度の値 となっている。季
節別の濃度 (平均値)は 、0,019～ 0.039mg/だ であり、春が最も高くなってい
る。 1日 の最大値は春の O,070mg/ポ であり、最小値は秋及び冬の O.013 mg/

♂である。

表 8-1.9 粉 じんの調査結果
(単位 /ポ )

季  節 項  目
地点 1 地点 2

理立地北 自然歩道

秋  季
平均値 0,046 0 019

最大値 0.071 0.028

最小値 0.029 0 013

冬  季
平均値 0.037 0.021

最大値 0.067 0.032

最小値 0.014 0,013

春  季
平均値 0.073 0.039

最大値 0.12 0.070

最小値 0.034 0.021

夏  季
平均値 0,042 0.023

最大値 0.066 0.038

最小値 0.026 0.017

平  均
平均値 0,050 0.026

最大値 0 12 0,070

最小値 0,014 0.013

注)調査時期 i秋 季
冬季

春季

夏季

平成 26年 11月 13日 ～ 11月 20日

平成 27年 1月 10日 ～ 1月 17日

平成 27年 4月 20日 ～4月 27日

平成 27年 6月 8日 ｀6月 15日
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ii 降下ばいじんの調査結果

降下ばいじんの現地調査結果は表 8-1.10に示すとお りである。

「調査地点 1(埋立地北)」
年間平均値は 16t/k置 /月 である。季節別の濃度 (平均値 )は 、9,9～ 18t/kM
/ロ ム kぬ   学こボ 塁 平、宣 /,デ ノヽヽ ~√ キハ ス

また、 3地点では最も高い値を示 している。

「調査地点 2(自 然歩道)」

年間平均値は 4,8t/k置 /月 である。季節別の濃度 (平均値 )は、2.7～ 6.9t/

kM/月 であり、春が最も高くなつている。

また、 8地点では最も低い値を示 している。

「調査地点 3(林道大福山線)J

年間平均値は 6.lt/k孟 /月 である。季節別の濃度 (平均値)は 、2.7～ Ht/

M/月 であり、春が最も高くなつている。

表 8-1,10 降下ばいじん調査結果
(単位 :t/M/月 )

季節 測定項 目

地点 1 地点 2 地 点 3

埋 立地北 自然歩道 林道大福山繰

秋 季

不溶解性物質量 44 0.6 1.7

溶解性物質量 5,5 2.1 3.4

降下ばい じん量 99 27 5 1

冬 季

不溶解性物質量 15 1,7 1 1

溶解性物質量 2 1 1.5 1.6

降下ばい じん量 17 3.2 2.7

春 季

不溶解性物質量 70 1.2 2,0

溶解性物質量 11 5.7 85

降下ばい じん量 18 6.9 11

夏 季

不溶解性物質量 3.0 16 17

溶解性物質量 14 4,9 4.5

降下ばい じん量 17 6.5 6.2

平 均

不溶解性物質量

溶解性物質量

7.4 13 16

8,2 3.5 45

6.1降下ばい じん量 16 4.8

注 1)調査時期 :秋 季 平成 26年 11月 6日 ～ 12月 6日
冬季 平成 27年 1月 6日 ～2月 6日
春季 平成 27年 4月 7日 ～5月 7日
夏季 平成 27年 6月 1日 ～7月 1日

2)分析結果は有効数字 2桁 とし、Jモ S Z 8401に 従い丸めた
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(イ )気象の状況
a 文献調査
(a)坂 畑地域気象観測所における気象の状況
坂畑地域気象観沢1所 における気象の状況は、「第 3章 3-1 1.気象の状況」
(p.31～ 5)に示 したとお りである。
坂畑地域気象観測所における過去 lo年 間の気象の状況は、年平均気温は
14.1℃で、月平均気温は 8月 に 25.7℃ と最も高く、1月 に 3,2℃ と最も低い。年

較差は 22.5℃ である。年降水量は 2,024 Πunで、10月 に 331 mmと 最も多く、 1月
イこ81 mmと 最も少ない。年平均風速は 1.Om/sで 、4月 に 1.3m/sと 最も強く、 1

月イこ0.7m/sと 最も弱くなっている。風向の状況は、北北東～北束～東北東の風、

及び南西の風が卓越 している。風速は南西の風の時に強い。

(b)君 津環境整備センターにおける風向・風速の状況
君津環境整備センターにおける平成 26年の全 国の風向 。風速の状況は、表
8-1.H及 び図 8-1,3に 示す とお りである。
春は、NW及 び SSEを 中心 とした南風が卓越 しているc NWの 風の場合風
速が強い。

夏は、春 と同様な傾向を示 しているが、南風が増えている。

秋は、NWが 最も多く、南風は少なくなる。
冬は、秋 と同様な傾向を示すが、NWが 30%を 超える。風速もこの方向が最
も強ヤヽ。

年間では、NWの風向が卓越 してお り、この地域の風向はおおむね御腹川の
川筋 と同 じ方向であり、この地形に風向が規定されている。

表 8-1.H 君津環境整備センターにおける風向・風速の状況 (年間 :全 日)

注 1)静穏 (Calm):0.4m/s以 下
2)統計期間 :平成 26年 1月 1日 ～平成 26年 12月 31日

季節 項 目 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 静 穏

春

風向頻度

(%)
03 02 03

09

10 25 5,9 76 55 40 2.9 27 3.6 82 176 2.8

2 13

02 347

平均風速

(m/s)
11 0,9 11 1.2 13 1.4 12 1.2 10 11 1.2 13 1.2

夏

風向頻度

(%)
04 14 05 08 28 75 75 55 45 27 29 3.5 61 104 19 12 405

平均風速

(m/s)
1.1 1.4 1.1 10 1.1 12 13 1.1 11 10 09 10 10 13 08 09

秋

風 向頻 度

(%)
05 06 08 17 26 38 24 29 20 14 1.4 27 11 4 237 43 11 367

平均風速

(m/s)
0,7 07 07 07 10 14 1.3 10 09 10 09 10 11 14 12 08

久

風向頻度
04 0.3 05 10 12 25 25 22 13 11 13 21 13,4 31 0 50 12

08

332

風

(m/s)
09 07 08 08 10 1.2 15 12 1.1 11 12 12 18 2.0 13

年

間

風向頻度

(%)
04 06 05 11 23 5,0 50 40 30 20 21 30 98 206 35 09 363

平均風速

(m/s)
09 11 09 08 11 13 13 11 1.1 1.0 10 11 1.4 1.8 12 08
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b 現地調査結果
(a)季節別調査結果
i 秋季調査
調査地点 1(埋 立地北 )に おける秋季の気象の現地調査結果 は、表 8-
1.12(1)に示す とお りである。

秋 (H月 )の最多風向はNWで あり、出現頻度は 41.0%で ある。次いでW
NWで 21,0%で あり、これらの風向で約 6割 を占めている。

表 8-1.12(1)風 向・風速の現地調査 (秋季 )

注 1) 静穏  (Calm): 0 4m/s以 下
2)測定期間 :平成 26年 11月 6日 16時 ～ 12月 6日 15時
3)  最多出現頻度

注 1)静穏 (Calm)lo 4m/s以 下
2)測 定期間 :平成 27年 1月 6日 0時～2月 6日 0時
3)  最多出現頻度

ii 冬季調査

調査地点 1(埋 立地北 )に おける冬季の気象の現地調査結果 は、表 8-
1,12(2)に示す とお りである。

冬 (1月 )の最多風向はNWで あり、出現頻度は 56.1%で ある。次いでWN
Wで H.9%で あり、これ らの風向で約 7割 を占めている。

表 8-1,12(2)風 向・風速の現地調査 (冬季 )

風  向 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S

害1帝含 (%) 13 1.0 0.7 0.3 1.0 2.3 17 2.7 2.3

風速 (m/s) 0.6 09 1.0 1.0 1.5 1.1 1.1 1.1 1.0

風  向 SSW SW WSW V WNW NW NNV 静 穏 計

害1帝含 (%) 3.0 1,7 33 40 210 41.0 47 80 100 0

風速 (m/s) 1.3 1.2 15 1.4 1.4 18 12

風  向 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S

害‖帝箸(%) 0.6 0,6 00 00 0,6 0.3 13 2,9 16

風速 (m/s) 10 1,1 0,0 0.0 0,7 0,5 07 09 14

風  向 SSW SW WSW W WNW NW NNW 静 穏 計

害1者課 (%) 1.6 32 2,9 2,9 11.9 56.1 7.1 6.1 100,0

風速 (m/s) 26 14 1.0 1.1 1 3 2.2 1,7
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iii 春季調査

調査地点 1(埋 立地北)に おける春季の気象の現地調査結果は、表 8-

1.12(3)に 示す とお りである。

春 (4月 )の最多風向は SWで あり、出現頻度は 15.2%で ある。次いでWN

Wで 14.8%で あり、 SSW～ NWの 出現頻度が比較的高くなつている。

表 8-1.12(3)風 向・風速の現地調査 (春季 )
SSE S

注 1)静穏 (Calm)104m/8以下
2)測 定期間 :平成 27年 4月 7日 11時 ～5月 7日 10時
3)  最多出現頻度

注 1)静穏 (Calm):04m/s以下
2)測 定期間 :平成 27年 6月 1日 15時 ～7月 1日 11時
3)  最多出現頻度

Ⅳ 夏季調査
調査地点 1(埋 立地北)に おける夏季の気象 の現地調査結果は、表 8-

1.12(4)に 示す とお りである。

夏 (6月 )の最多風向は Sで あり、出現頻度は 12.7%で ある。次いでNWの

H.4%であるが、南からの風向の出現頻度が高くなつている。

表 8-1.12(4)風 向・風速の現地調査 (夏季 )

風  向 N NNE NE ENE E ESE SE

害1合 (%) 0 0 0.3 0 1,3 29 4.2 68 6.8

風速 (m/s) 0.5 1.0 1.4 1.0 1.2 1,3

風  向 SSW SW WSW V VNW NW NNW 静穏 計

害‖合 (%) H.6 15.2 10.6 7.4 14.8 11,6 2.6 3,9 100 0

風速 (m/s) 17 1.5 14 19 1.2 1.3 09

風  向 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S

害1合 (%) 08 0,4 00 0,7 2.5 4,7 6.6 8.6 12,7

風速 (m/s) 0,7 0,7 0.6 0,7 0.8 09 10 1,0

風  向 SSW SW WSW W WNW NW NNW 静 穏 計

害1合 (%) 60 4.3 4.5 4.2 5,9 11.4 4.0 22.6 100,0

風速 (m/s) 09 0,9 1.0 0,9 09 1 3 12
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b

(ウ )社会環境
a 土地利用状況
土地利用の状況は、「第 3章 3-2 3.土 地利用の状況」(p.389～ 91)に示 し
たとお りであり、君津市では山林の割合が最も高く、次いでその他、田の順 とな

つている。事業実施区域の地目は、山林 となつている。

また、事業実施区域周辺は、農業地域、森林地域、自然公園地域及び自然保全

地域 としての土地利用計画が策定されてお り、事業実施区域は農業地域及び森林

地域としての土地利用計画が策定され、全域が地域森林計画対象民有林に指定 さ

れている。なお、事業実施区域及びその周辺には、都市計画法に基づく用途地域

の指定はない。

学校、医療施設の分布状況

学校・幼稚園、病院、保育園、老人ホーム等静穏な環境が必要とされる施設の

分布状況は、「第 3章 3-2 6.環 境保全についての配慮が必要な施設及び住宅
の分布状況」(p.3100～ 102)に 示 したとお りであり、事業実施区域に近い施設 と
しては、北方約 l kmに福野自治会館、南西約 2 kmに 亀山保育園がある。また、事

業実施区域に近い集落は、北方に福野集落や南方に蔵玉集落があるが、いずれ も、

事業実施区域から l kn以上離れている。

C .主 な発生源の分布状況

事業実施区域及び周辺における主な大気汚染物質の発生源 としては、既存施設

で稼働 している廃棄物埋立作業用機械が考えられる。

また、廃棄物搬入道路となっている国道、市道、林道ではそこを走行する一般

車両及び廃棄物搬入車両が主な発生源 となつている。

,大気質に係る苦情の状況

君津市及び市原市における公害苦情の状況は、「第 3章 3-2 9,(3)ア ・
公害苦情の状況」(p.3139)に示 したとお りであり、平成 25年度の大気質に係 る
苦情件数は君津市で 3件、市原市で 178件である。なお、市原市では焼却行為 (野

焼き)に係る苦情は大気汚染として扱っている。

(工 )自 然環境

事業実施区域及び周辺の地形の状況は、「第 3章 3-1 9.地 形及び地質等の
状況」(p.361～ 64)に 示 したとお りであ り、大部分が大福山を中心とした丘陵地
となっている。

事業実施区域は丘陵の尾根付近に位置す る。また、廃棄物搬入道路となってい

る市道、林道は、大部分の区間を丘陵の尾根部を通過するが、国道 465号は小櫃

川の低地を通過 している。

d
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(オ )法令による基準等

環境基本法に基づく大気汚染に係る環境基準は、表 8-1,13に 示す とお りであ

る。また、二酸化窒素に係る県環境 目標値は、表 8-1.14に 示す とお りである。

表 8-1.13 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に係る環境基準

窒素 「昭和 53年 環告第 38号」
「昭和 48年 環告第 25号」浮遊粒子状物質

表 8-1,14 二酸化窒素に係る千葉県環境目標値

日平均値の年間 98°/∩値が 0.04ppm

出 平 26 版 千葉県環 白 平 26 12

環境募準物 質

1時間値の 1日 平均値が 0,04か ら0,06ppmま でのブ
ーン内又 |よ毛れ以下てあること。

二酸化窒素

1時間値の 1日 平均値が 0.10 mg/∬以下であ り、か
つ 1時間値が 0.20 mg/ポ以下であること。

浮遊粒子状物質
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(2)予 測
(2)-1 窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響
ア 予測事項
資材等運搬車両の走行に伴 う排出ガスに係る予測事項は、以下のとお りとした。

・窒素酸化物 (二酸化窒素)及び浮遊粒子状物質の影響

イ.予測地域
予測地域は、調査地域 と同様である。

ウ 予測地点
資材等運搬車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響の予測地点は

図 8-1.4に 示すとお りであ り、資材等運搬車両の走行ルー トである林道、市道及
び国道を対象に、民家、集落、保育園が存在する場所に設定 した。

工 予測対象時期等
資材等運搬車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響の予測時期は、

資材等運搬車両の走行台数が最も多くなる時期を含む 1年間とした。

オ 予測の手法
(ア )予 測の評価時間
窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の予測値は年平均値 とした。

(イ )予 測式

資材等運搬車両の走行に伴 う大気質の予測は、「道路環境影響評価の技術手法

(平成 24年度版)J(平成 25年 3月 国土交通省 国土技術政策総合研究所 独立
行政法人 土木研究所)(以 下 「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」
とい う。)に基づき、プルーム式・パフ式を用いて行った。
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《プルーム式 :有風時 (風速 lm/sを超える場合 )》

(ヌ (為 ノ,Z)=:万
ア下易ギ早5〒

「
ぁτ cxp(~づき:アiexp十

一【

|テす:1生| }|

+exp
z+打 )2
2σ(

C(x,y,z)

なお、拡散幅は次式により求める。

σノ=″ /2+0.46と
081 (χ <//2の場合 :σノ=ン

"た

/2)

σz=σ zO+0.31と
。83  (χ <″ /2の場合 :σ z=σ zO)

ここで、

σ
z。  :鉛 直方向の初期拡散幅 (m)

〔 糧喜蓮
力
i魯ピ絶上)がある場合

L  :車 道部端からの距離 (L=x― W/2)(m)
x  :風 向に沿つた風下距離 (m)
W  :車 道部幅員 (m)

《パフ式 :弱風時 (風速 1叩/s以下の場合 )》

こ こ で 、

C(X,ノ ,Z)=

y

Ｑ

　

ｕ

Ｈ

σ

ｘ

ｙ

ｚ

(デ

:(x,y,z)地点における窒素酸化物濃度 (ppm)(又 は浮遊粒
子状物質濃度 (mg/m3)
:点煙源の窒素酸化物の排出量 (mL/s)(又は浮遊粒子状物質
の排出量 (mg/s)

:平均風速 (m/s)
:排出源の高さ (m)
:水平 (y),鉛直 (z)方 向の拡散幅 (m)
:風向に沿つた風下距離 (m)
:x軸に直角な水平距離 (m)
:x軸に直角な鉛直距離 (m)

σ z。 =1.5
σ z。  4,0 〕

λ 1-顛 一
芹刃

1 - exp( 2)
+

2λ

1

μ =―・
2

2脇

(z tt Fr)2

/2
λ=上 .
2 (響+竪 | (響

十

ここで、

tO  :初 期拡散幅に相 当す る時間 (s)
α,γ  :拡散幅に関す る係数
(Q,ュ ァ, /′  zは プルーム式 と同様 )
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なお、初期拡散幅に相当する時間及び拡散幅に関する係数は以下のとお りとした。

ン/
′ο

α   =

/

2α

O.3

「 ∩ 1父 r思 闇  年 前 7隣 ～ 午 絡 7時 ヽ

{

t009(夜間 :午後7時～午前7時 )

ここで、W:車 道部幅員 (m)

(ウ )予 測条件

a.排 出量
窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の時間別平均排出量 (Q)は次式より求めた。

Qt=Vw× (1/3600)× (1/1000)× i(NitXE〔 )

こ こ で

Q
E

N

V

:時間別平均排出量 (mL/m・ s(ま たは mg/mos))

:車種別 l)F出 係数 (g/km・ 台 )

:車種別時間別交通量 (台 /h)
:換算係数 (mL/g(ま たは ng/g))

窒素酸化物の場合 :20℃、 1気圧で、523 mL/g
浮遊粒子状物質の場合 :1000 mg/g

出典 :「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」

なお、排出係数 (自 動車から排出される汚染物質の単位走行距離あた りの量)は、

走行速度の現地調査結果を参考に表 8-1,15に示す係数を設定 した。各予沢1地点

に設定した走行速度は表 8-1.16に示すとお りである。

表 8-1.15 予測に用いる排出係数
(単位 :g/km・ 台 )

項  目 窒素酸化物 (NOx) 浮遊粒子状物質 (SPM)

車  種 小型車類 大型車類 小型車類 大型車類

平均走

行速度

20km/h 0 073 0 594 0,001464 0 010240

30km/h 0,059 0.450 0 000893 0.008435

50km/h 0,041 0 295 0 000369 9,095「o57

出典 「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」

表 8-1.16 走行速度

予測地点
走行速度 (km/時 )

小型車 大型 車

1 林道戸面蔵玉線 20 20

2 君津市道 (福 野 ) 30 20

3 市原市道 85号線 (石塚 ) 30 20

4 市原市道 85号線 (菅野 ) 50 20

5 林道坂文IH線 (保育園付近 ) 50 20

6 国道 465号 (稲 ヶ崎 ) 50 50
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車 種 速度区分
適用勾配 (1)

範囲 (%)

排出係数の補正係数

窒素酸化物 (NOx) 浮遊粒子状物質 (SPM)

小型車類 60km/h未満
0<i≦ 4

4≦ i<0
1 1 0.25i

l+0.131
1+0,211
1+0.12i

大型車類 60km/h未満
0<i≦ 4

4≦ i<0
1 +0.29 i

l+0 17i
1+0,211
1+0.111

また、予測地点付近において縦断勾配が続 く場合は補正が必要であり、予測地

点 1及び 3は勾配がそれぞれ H%、 2%あ るため、表 8-1,17に 示す補正を講 じ
た。なお、予測地点 1の補正係数は適用勾配の最大値 (4%)を あてはめた。

表 8-1,17 排出係数の縦断勾配 (1)に よる補正係数

出典 :「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )J

b 風速の推定
予測点の高さの風速は次式により求めた。

U=U。 (H/H。 )P

ここで、

U :高 さH(m)の 推定風速 (m/s)
U。 :基準高 さH。 の風速 (m/s)
H :排 出源 の高 さ (m)
H。 :基準 とす る高 さ (m)
P Iべ き指数
なお、べ き指数 は、予瀕I地点周辺が建物が集 中す る都市的環境ではな く、また、

平坦地が広が る地域で もない ことか ら、中間的な 「郊外」の値 (1/5)を 採用 し
た。

出典 :「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」

C N Ox変換

窒素酸化物の二酸化窒素への変換 (N Ox変 換)は 、排出量が少なく寄与濃度
が低いことから安全側に配慮 して、N Ox=N02と した。
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d .予測断面

予沢1地点における道路断面は、図 8-1.5(1),(2)に 示す とお りである。予測

位置は、道路敷地境界 (地上 1.5m)と した。

東
側
増
路
境
界

西
側
道
障
境
界

● :排出源 (高 さ0,Om)

◎ :予測位置 (高さ 1.5m)

約 15mの 所に
民家が存在

民 地

側

溝革道
側

溝

◎

予狽1地点 1 道戸面蔵玉線

,各肩 車 道

民 地 0 民地

予測地点 2:君 津 市皆 (福 野 )

車道

民 地

予測地点 3:市原市道 85号線 (石塚 )

図 8-1.5(1)大 気質予測地点の道路断面図

‐◎
― 民 地

● :排出源 (高さ00m)
◎ :予測位置 (高さ 1.5m)

約 3mの 所に
民家が存在

● :拶F出源 (高 さ0.Om)

◎ :予測位置 (高 さ15m)

東
側
道
路
境
界

西
側
道
路
境
界

東
側
道
路
境
界

側

溝

西
側
道
路
境
界

‐
（
）
‐

民 地
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53m 06m06m

東
側
道
路
境
界

側鯨

西
側
道
路
境
界

6

69m

● :り F出源 (高 さ00m)
◎ :予測位置 (高さ15m)

約 10mの 所に
民家が存在

臨 車 道

民 地

法 面

予 測 ナll点 4 市原市道 85号 (菅野 )

東
側
道
路
境
界

西
側
道
路
境

界

● :排 出源 (高さ00m)
◎ :予測位置 (高さ 15m)

約 35mの 所に
保育園が存在

民地◎

歩道 路 肩

91m

車 道

予測 士に蕉 5 :林道坂畑線

車 道

◎
1 民地

● :りF出源 (高さ00m)
◎ :予測位置 (高さ15m)

路 肩 歩道

路 肩

民 地  ?

北
側
道
路
境
界

南
側
道
路
境
界

◎ 民地

1飾 7

e

予測地点 6(国 首 465 号 (稲 ヶ崎 ))

図 8-1.5(2)大 気質予測地点の道路断面図

交通量

予測に用いる交通量は、現地調査結果に基づく現況交通量を一般交通量とし、

当該工事で走行する資材等運搬車両、通勤車両の工事関係車両及び既設処分場へ

の廃棄物搬入車両を加えて、表 8-1.18に 示す とお り設定 した。ただし、予測地
点 1、 4、 5の一般交通量は浪1定時に走行 していた廃棄物搬入車両を除いた台数
とした。また、資材等運搬車両の台数は林道区間では大型車の走行台数が制限さ
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れていることから、各ルー トで許可されている台数がすべて走行する場合を想定

している。

大気質は年平均値を予測するため、年間交通量を設定する必要があるが、 日最

大交通量が 1年間走行 した場合を設定した。

なお、交通量の現地調査結果は資料編 (p.資 510～ 17)、 予測に用いる交通量

は資料編 (o.資 21～ 3)イこ掲載 した。

表 8-1.18 予測 に用いる交通量 (24時 間交通量 )
(単位 :台 /24時 間 )

予測地点 車 種 一般交通量 資材等運搬車両 廃棄物搬入車両 合  計

1
林道戸面

蔵玉線

小 型 43 30 73

大 型 0 50 50 100

合 計 43 80 50 173

2
君津市道

(福野 )

小 型 32 15 47

204大 型 4 150 50

合 計 36 165 50 251

3
市原市道 85号

線 (石塚 )

小 型 111 15 126

大 型 8 150 0 158

合 計 119 165 0 284

4
市原市道 85号

線 (菅野 )

/卜 型 293 30 323

大 型 16 300 50 366

合計 323 330 50 689

5
林道坂畑線

(保育園付近)

小 型 120 30

25

150

大 型 18 25 68

合 計 138 25 25 218

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

小 型 1,608

98

30 1,638

198大 型 50 50

合 計 1,706 80 50 1,886

注 1)一般交通量は、廃棄物搬入車両を除外 した台数を示す。
2)資材等運搬車両の欄の小型車は工事関係者の通勤車両台数を示す。

f 気象条件
予測に用いる気象条件 (風 向・風速)に ついては、坂畑地域気象観測所の平成

26年のデータを使用 した。風向・風速とも異常年 と認められない平成 26年 のデ

ータを使用するものとした。詳細は資料編 (p.資 27～ 8)に掲載 した。
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項  目 バ ックグラウン ド濃度

二酸化窒素 0 005 ppm

浮遊粒子状物質 0 015 mg/rだ

バックグラウン ド濃度

バックグラウン ド濃度は、君津俵 田測定局の平成 26年度の年平均値を用いた。

表 8-1.19 バ ックグラウン ド濃度

ラウン ド濃度 として利用 した測定局
君津俵田測定局

出典 :「平成 26年度大気環境常時測定結果J(平成 27年 8月
千葉県環境生活部大気保全課 )

力 予測結果
(ア )年平均値

資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度 (年平均値 )

の予測結果は、表 8-1.20(1),(2)イ こ示す とお りである。

表 8-1.20(1)資 材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素予測結果 (年平均値 )

表 8-1.20(2)資 材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (年平均値 )

g

注)バ ック

予測地点 予測位置
寄与濃度

(ppm)

ハ
゛
ックク・ラウント

゛

農度 (ppm)
予測濃度 備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 000695

0.005

0,005695 周辺民家 :0 005184ppm
東側 0 000695 0,005695

2
君津市道

(福野 )

西 側 0.000505 0 005505

東 側 0,000535 0 005535

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0,000406 0 005406

東 側 0.000416 0.005416

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0.001116

0 001109

0 006116

東 側 0,006109

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0.000101 0.005101 保育園 :0 005015ppm
東 側 0 000114 0,005114

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

】ヒイ則 0,000260 0 005260

南側 0 000251 0 005251

予測地点 予測位置
寄与濃度

(mg/ど )

ハヾ ックク
ヾ
ラウント・

濃度 (mg/ば )
予演1濃度 備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.000020

0.015

0,015020 周辺民家 :0 015005mg/ド

東 側 0.000020 0 015020

2
君津市道

(福野 )

西 側 0,000017 0.015017

東 側 0 000018 0,015018

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0 000013 0.015013

東 側 0.000014 0 015014

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0.000036 0.015036

東 側 0.000034 0.015034

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0.000004 0.015004 保育園 :0 015001mg/ポ
東 側 0,000004 0,015004

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

耳ヒイ則 0,000007 0.015007

南側 0.000006 0.015006
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(イ )日 平均値の 980/0値 (ま たは 20/9除外値 )

環境基準と比較する評価値に変換するため、年平均値から二酸化窒素について

は日平均値の 98%値、浮遊粒子状物質については 2%除外値への変換を行つた。

変換式は、平成 26年度の千葉県内の自動車俳ガス測定局の測定結果を用いて

作成 したc各項 目の変換式は以下のとお りである。

・二酸化窒素

日平均値の年間 98%値 =0.011+1.293× [年平均値](単位 :ppm)
。浮遊粒子状物質

日平均値の 2%除外値 =0.029+1.154× [年平均値](単位 :mg/だ )

変換の結果は、表 8-1.21(1),(2)に 示す とお りである。

表 8-1.21(1)資材等運搬車両 l〆)走行に伴 う二酸化窒素予沢J結果 (98%値 )

表 8-1.21(2)資材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質予測結果 (2%除外値 )

予測地点 予演J位 置
予測濃度

(ppm)

日平均値の年間

98%値 (ppm)
備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.005695

0.005695

0.01836 周辺民家 :0.01770ppm

東 側 0,01836

2
君津市道

(福野 )

西 側 0.005505 0.01812

東 側 0 005535 0,01816

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0 005406 0.01799

東 側 0,005416 0.01800

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0,006116 0.01891

東 側 0.006109 0.01890

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 005101 0.01760 保育園 :0 01748ppm

東 側 0.005114 0 01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

】ヒイ則 0.005260 0,01780

南側 0 005251 0,01779

予測地点 予測位置
予測濃度

(mg/∬ )

日平均値の 2%除
外値 (mg/∬ )

備  考

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0 015020 0.04633 周辺民家 :0.04632mg/∬

東 側 0,015020 0.04633

2
君津市道

(福野 )

西 側 0.015017 0.04633

東側 0 015018 0.04633

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0.015013 0.04633

東 側 0,015014 0,04638

4
市原市道 85号線

(昔野 )

西 側 0.015036 0.04635

東 側 0 015034 0,04635

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 015004 0.04631 保育園 :0.04631mg/♂

東 側 0 015004 0.04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

北 側 0.015007 0 04632

南側 0,015006 0.04632
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(2)-2.粉 じん (降下ばいじん)の影響
ア 予測事項
切土・盛土工事の実施及び資材等運搬車両の未舗装道路の走行に伴 う人気質に係

る予測事項は、以下のとお りとした。

。粉 じん (降 下ばい じん)の影響

粉 じんの予測は、「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」 を参考に切土・

盛土工事に伴 う降下ばいじんを射象に行 うこととした。 この資料によれば、粉 じん

は大きく空気中に浮遊する浮遊粉 じんと地表面に降下 し堆積する降下ばい じんに分

類 され、浮遊粉 じんについては、建設機械の稼働による降下ばいじんがスパイクタ

イヤ粉 じんにおける生活環境の保全が必要な地域の指標 (20t/k這 /月 )以 下であれば、

不快感の目安 (0.6 mg/ポ )注)を 大きく下回ることが実沢1結果から得られているこ
とから、降下ばい じん量から粉 じんの影響を予測 した。

注)「浮遊粒子状物質による環境汚染の環境基準に関する専門委員会報告」
(1970年 生活環境審議会 公害部会 浮遊粉じん環境基準専門委員会)

イ 予測地域
予沢1地域は、調査地域 と同様である。

ウ 予測地点
切土 。盛土工事及び資材等運搬車両の未舗装道路の走行に伴 う粉 じん (降下ばい

じん)の影響の予測地点は、切土・盛土工事については図 8-1.1(p.814)及 び
図 8-1.6(1),(2)に 示す地点 2(自 然歩道 )、 資材等運搬車両については図 8-1.
1に示す地点 3(林道大福山線)と した。

工 予測対象時期等
切土・盛土工事等に伴 う粉 じん (降下ばい じん)の影響の予沢1時期は、施工区域
が自然歩道に近 く影響が大きいと考えられる時期 (ケース 1)及 び建設機械の稼働
台数が最も多い時期 (ケース 2)と した。施工区域の位置は図 8-1.6(1),(2)に 示
す とお りである。

また、資材等運搬車両の未舗装道路の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん)の影響
の予測時期は、大型車の交通量が制限されていることから、この制限された交通量

で走行する時を予測対象時期 とした。
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オ 予測の手法
(ア )切上・盛土工事等に伴 う粉 じん (降下ばいじん )

a,予測の評価時間
粉 じん (降下ばいじん)の予測値は季節別月間値 とした。

b 予測式
,¶ キ .成 +下 章整 tr柱 為齢 ドス′「際下 ,ギ い 1゛ ス́′Ⅲの影響 ↓

「
っいて ,■ 、「キ首路環

境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」 を参考に季節別降下ばい じんを予測 し

た。

「当事業による風向別降下ばいじん」

○切土盛土工事に伴 う降下ばい じんの予沢1式

Ⅳ

　

で
、

一一　
　
テ
】

お
　
　
ン
」

沢 Ⅳ′上:||:i昔
α 。(ク s/ク 0)b・ (χ /χO)° ア歳冴θ/И

当事業による風向別降下ばいじん (t/k置 /月 )

添字 sは風向 (16方位 )を示す。
ユニット数

季節別の平均月間工事 日数 (日 /月 )

季節別風向別平均風速 (m/s)

(us<lm/sの 場合は、 us=lm/sと する)
予浪I地点から季節別の施工範囲手前の敷地の境界線までの距離 (m)

予測地点から季節別の施工範囲奥行の敷地の境界線までの距離 (m)

(Xl,X2<lmの 場合は、 xl,x2=lmと する)
基準降下ばい じん (t/k∬ /日 /ユ ニット)(表 8-1.22参 照 )
(基準風速時の基準距離における 1ユ ニッ トか らの 1日 当た りの降

下ばいじん量 )

基準風速 (uO=lm/3)
風速の影響を表す係数 (b=1)

風向に沿つた風下距離 (m)

基準距離 (m)(xO=lm)
降下ばいじんの拡散を表す係数 (表 8-1,22参 照 )
季節別の施工範囲の面積 (ポ )

「当事業による季節別降下ばいじん」

R ds

Nu

Nd

us

Ｘ

　

Ｘ

　

　

　

　

ａ

ｕ

ｂ

ｘ

ｘ

ｃ

Ａ

C′ =Σ尺沐・ん̀
S=1

で

Cd

f

当事業による季節別降下ばいじん (t/k這 /月 )

風向 (n=16)
季節別風向出現割合WS
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「季節別降下ばいじん」

σ=σ ど十 σβ
こ こで 、

C
Cd
CB

季節別降下ばい じん (t/k置 /月 )

当事業による季節別降下ばいじん (t/kゴ /月 )

季節別バ ックグラウン ド降下ばい じん (t/k這 /月 )

C 基準降下ばいじん及び降下ばいじんの拡散を表す係数

切土・盛土工事等に伴 う粉 じん (降下ばいじん)の影響の予沢1時期は、施工区
域が 自然歩道に近く影響が大きいと考えられる時期及び建設機械の稼働台数が最

も多い時期 としている。その時期の工種は造成工事 (切 土・盛土工事)が 主体で
あるので、基準降下ばい じん (a)及 び降下ばい じんの拡散を表す係数 (c)は 「道

路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )」 に示されている表から、表 8-1.22
に示す係数を設定 した。

また、この時期には第 Ⅱ埋立地では埋立作業が行われているので、埋立作業に

係る基準降下ばいじん (a)を設定する必要があるが、これについては埋立地周辺

で別途行った降下ばい じんの調査結果より、前掲の 「道路環境影響評価の技術手

法 (平成 24年度版 )」 に示 されている降下ばい じんを予測する式を用いて、逆算

して算定 した。

表 8-1,22 基準降下ばい じん a及び降下ばい じんの拡散を表す係数 c

注 1)a:基 準降下ばいじん (t/k置 /8時 間 )
c:降 下ばい じんの拡散を表す係数
2)埋 立作業に伴 う基準降下ばい じん (a)の 埋立地周辺の現地調査結果より算定。
出典 :「道路環境影響評価の技術手法 (平成 24年度版 )J

d 気象条件
予測に用いる気象条件 (風 向・風速)に ついては、君津環境整備センターの平
成 26年 のデータを使用 した。集計 した時間帯については、埋立機械が稼働 してい

る時間帯 (8時～ 18時 )と した。

e 季節別バックグラウン ド降下ばいじん量

季節別バックグラウン ド降下ばいじんは、既存の埋立地から離れており、道路

も舗装されていて人為的な影響が少ないと考えられる調査地点 2(自 然歩道)に
おける現地調査結果を採用 した。バンクグラウン ド降下ばい じんの値は、表 8-
1,23に 示すとおりである。

対象工事 種  別 ユニツト a C

切土・盛土工事 掘削工 軟岩掘削 20,000 2,0

埋立作業 埋立地周辺の現地調査結果より算定 41,400 2,0
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冬 季春 季 夏 季 秋 季

3.2
バ ックグラウン ド

降下ばい じん
6.9 65 2.7

表 8-1.23 バックグラウン ド降下ばい じん
(単位 :単位 it/kM/月

(イ )台材等揮辮車面の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん )

資材等運搬車両の走行に伴 う粉 じん (降下ばい じん)の影響については、林道

大福山線を走行する大型車の台数は総台数に制限があることから、工事中も現状

と変わらないため、降下ばいじんの現地調査結果等を参考に予沢1す る方法とした。

力 予測結果
(ア )切 土・盛土工事に伴 う粉 じん (降下ばいじん )

切土・盛土工事に伴 う予測地点 2(自 然歩道)に おける季節別降下ばいじんは、

表 8-1.24(1),(2)イ こ示す とお り、最大値はケース 1で 9.4t/k露 /月 (春季 )、 ケー

ス 2で 8.lt/k試 /月 (春季)と 予沢1さ れた。

表 8-1.24(1)切 土・盛土工事に伴 う季節別降下ばい じんの予測結果 (ケ ース 1)
(単 t/kだ /月 )

注)予測時期 ケース 1

表 8-1.24(2)切 土

施工区域が自然歩道に近く影響が大きいと考えられる時期

盛土工事に伴 う季節別降下ばい じんの予測結果 (ケ ース 2)

(単 t/k前 /月 )

注)予測時期 ケース 2:建 設機械の稼働台数が最も多い時期

(イ )資材等運搬車両の走行に伴う粉 じん (降下ばいじん )

予測地点 3(林道大福山線)における季節別降下ばい じんは、表 8-1,25に 示

すように 2,7～ Ht/k玉 /月 と予沢1さ れた。

当事業による

降下ばいじん

バ ックグラウン ド

降下ばい じん
降下ばいじん予測地点 季節

6.9 94春 季 25

65 9,0夏季 25

4.3秋 季 16 2.7

4.2冬 季 1.0 3.2

2 自然歩道

当事業による

降下ばいじん

バ ックグラウン ド

降下ばい じん
降下ばいじん予測地点 季節

69 8.1春 季 12

7.6夏季 1,1 6.5

35秋 季 0.8 2.7

0.5 32 37

2 自然歩道

冬 季
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表 8-1.25 資材等運搬車両の走行 に伴 う季節別降下ばい じんの予測結果
(単位 :t/k這 /月 )

予測地点 季節 降下ばいじん

3
林道

大福山線

春 季 11

夏 季 6.2

秋 季 5,1

冬季 2,7

(3)環境保全措置
工事の実施に伴い講ずる環境保全措置は以下のとお りであ る。

○切土・盛土工事等に伴 う環境保全措置

・粉 じん飛散防止のため、散水車を用意 し、適宜散水を実施する。

・ 日曜、祝 日は、原則として工事を行わない。

○資材等運搬車両の走行に伴 う環境保全措置

・工事関係車両が場外に出る際は、タイヤ等についている上をよく落としてから

出る。

・林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する。

・資材等運搬車両の走行に当たっては市原市道85号線及び君津市道沿道の集落内

を走行する際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよう運転者に対

し指導を徹底する。
。日曜、祝 日は、原則 として資材のlん鷺入を行わない。
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(4)評 価
ア 評価の手法
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかを検討する手法

環境保全措置の実施の方法、効果、当該措置の実施に伴い生ずるおそれのある

環境影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係

る環境影響ができる限 り回避 され、又は低減 されているかどうかを検証りること

,ァ ト nヨ豆/品
‐
1 +‐

(イ )整合を図るべき基準と予測結果とを比較 し検討する手法

a 資材等運搬車両の走行に伴う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響

資材等運搬車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響について

は、二酸化窒素は千葉県環境 目標値、浮遊粒子状物質は大気汚染に係る環境基準

を整合を図るべき基準とし、予沢J結果と比較 した。二酸化窒素に係る県の定める

環境目標値及び浮遊粒子状物質に係る環境基準は、表 8-1.26に 示す とお りであ

る。

表 8-1.26 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に係る整合を図るべき基準

項  目 整合を図るべき基準 備  考

二酸化窒素
日平均値の年間 98%値が 0.04ppm以
下であること

二酸化窒素に係 る千葉県

環境 目標値

浮遊粒子状物質
1時 間値の 1日 平均値が 0 10 mg/
∬以下であること

大気汚染に係る環境基準

注)二酸化室素 「二酸化窒素に係る千葉県環境目標値J(昭和 54年 大第 114号環境部長通知 )

浮遊粒子状物質 :「 大気汚染に係る環境基準について」 (昭和 48年 環告第 25号 )

b,切 土盛土工事等に伴う粉 じん (降下ばいじん)の 影響

切土盛土工事等に伴 う粉 じん (降下ばいじん)の影響については、国、県等に

おいて、粉 じんの基準又は目標が示されていないため、整合を図るべき基準とし

て 「著 しい影響を及ぼさないことJと し、その目安 として 「スパイクタイヤ粉 じ

んの発生の防止に関する法律の施行について」 (平成 2年 7月 3日 環大自第 84

号)に示される生活環境の保全が必要な地域の指標 (20t/晒 /月 )を 上回らないこ

ととする。

イ 評仙の結果
(ア )環境の保全が適切に図られているかどうかの検討結果

工事の実施に当たつては、

・粉 じん飛散防止のため、散水車を用意 し、適宜散水を実施する

。日曜、祝 日は、原則 として工事を行わない

。工事関係車両が場外に出る際は、タノFヤ等についている土をよく落 としてから

出る

。林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する

。資材等運搬車両の走行に当たつては市原市道85号線及び君津市道沿道の集落内

8-1-34



を走行する際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよう運転者に対

し指導を徹底する

。日曜、祝 日は、原則 として資材の搬入を行わない

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境影響が低減されていると評価

する。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果
a 資材等運搬車両の走行に伴 う窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響
工事中における資材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

の予測結果は表 8-1.27(1),(2)に 示す とお り、各予沢1地点において整合を図るべ

き基準を満足 している。

表 8-1.27(1)資 材等運搬車両の走行に伴 う二酸化窒素の評価結果

予測地点 予測位置
日平均値の年間98%値

(ppm)
整合を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0.01836

日平均値の年間 98%値 が
0,04ppm以 下であること

東 側 0,01886

2
君津市道

(福野 )

西 側 0.01812

東 側 0,01816

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0,01799

東側 0 01800

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0,01891

東側 0,01890

5
林道坂畑線

(保育園付近 )

西 側 0 01760

東側 0 01761

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

ゴヒイ則 0 01780

南側 0.01779

表 8-1.27(2)資 材等運搬車両の走行に伴 う浮遊粒子状物質の評価結果

予測地点 予測位置
日平均値の 2%除外値
(mg/ポ )

整合を図るべき基準

1 林道戸面蔵玉線
西 側 0,04633

1時 間値の 1日 平均値 が
0,10 mg/∬以下であること

東 側 0 04633

2
君津市道

(福野 )

西 側 0 04633

東 側 0.04633

3
市原市道 85号線
(石塚 )

西 側 0.04633

東 側 0.04633

4
市原市道 85号線
(菅野 )

西 側 0 04635

東 側 0,04635

5
林道坂畑線

(保育園付近)

西側 0.04631

東 側 0.04631

6
国道 465号

(稲 ヶ崎 )

ゴヒイ則 0.04632

南側 0 04632
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b 切土盛上工事等に伴う粉 じん (降下ばいじん)の影響
(a)切上盛土工事に伴う粉 じん (降下ばいじん )

切土盛土工事に伴 う予測地点 2(自 然歩道)に おける季節別降下ばい じんは、

表 8-1.28に 示す とお り、最大値はケース 1で 9,4t/k面 /月 (春季 )、 ケース 2

で 8.■ /k1/月 (春季)と 予沢1さ れ、整合を図るべき基準 (著 しい影響を及ぼさ

ないこと :20t/kM/月 )を満足 している。

表 8-1.28 切土盛土工事に伴 う季節別降下ばいじんの評価結果

予測地点 予測時期
降下ばいじん (t/k話 /月 )

整合を図るべき基準
春季 夏奉 秋 季 冬 季

2 自然歩道
ケース 1 9.4 9,0 4.3 42 著 しい影響を

及ぼさないこと

(20t/k苫 /月 )ケース 2 8 1 7.6 3.5 3.7

注)予測時期  ケース 1
ケース 2

施工区域が自然歩道に近く影響が大きいと考えられる時期

建設機械の稼働台数が最も多い時期

(b)資材等運搬車両の走行に伴 う粉 じん (降下ばいじん )

予測地点 3(林道大福山線)における資材等運搬車両の走行に伴 う季節別降

下ばい じんは、表 8-1.29に 示すとお り、2,7～ Ht/k玉 /月 と予浪1さ れ、整合を

図るべき基準 (著 しい影響を及ばさないこと :20t/k玉 /月 )を満足 している。

表 8-1,29 資材等運搬車両の走行に伴 う季節別降下ばいじんの評価結果
(単位 :t/M/月 )

予測地点 季節 降下ばいじん 整合を図るべき基準

3
林道

大福山線

春 季 11
著 しい影響を

及ぼさないこと

(20t/k面 /月 )

夏季 6,2

秋 季 5 1

冬季 27
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)

2.供用時
(¬ )調 査
ア.調 査すべき情報

(ア )環境濃度の状況

調査項目は、廃棄物搬入車両の走行に伴 う排出ガスの影響、埋立作業及び廃棄

物搬入車両の林道大福山線の未舗装区間の走行に伴 う粉 じんの影響を検討するた

め、以下の大気汚染物質とした。

窒素酸化物 (一酸化窒素、二酸化窒素)及び浮遊粒子状物質
粉 じん、降下ばいじん

(イ )気象の状況
「1.施工時」 と同様である。

(ウ )社会環境
「1.施工時」 と同様である。

(工 )自 然環境
「1.施 工時Jと 同様である。

(オ )法令による基準等
「1.施工時」と同様である。

イ 調査の手法
「1.施正時」 と同様である。

ウ.調査地域
「1.施工時」 と同様である。

工.調査地点等
「1.施工時」 と同様である。

オ.調査期間等
「1.施工時」 と同様である。

力.調査結果
「1.施 工時」に示 したとお りである。
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(2)予  測
(2)-1.窒 素酸化物及び浮遊粒子状物質の影響
ア.予測事項

廃棄物搬入車両の走行に伴 う排出ガスに係る予測事項は、以下のとお りとした。

。窒素酸化物 (二酸化窒索)及び浮遊粒子状物質の影響

イ 予測地域
「1.施工時」と同様である。

ウ.予測地点
「1.施工時」と同様である。

エ 予測対象時期等

予測時期は、林道の廃棄物 1般入車両の台数が制限さオl′ていることから、この制限

された交通量で 1年間走行する時を予測対象時期 とした。

オ.予測の手法

(ア )予測の評価時間
「1.施工時」と同様である。

(イ )予 測式
「1.施工時」と同様である。

(ウ )予 測条件

a.排出量
「1.施工時」と同様である。

b 風速の推定
「lj施工時」と同様である。

N Ox変 換
「1.施工時」と同様である。

C

d.予 測断面
「1.施工時Jと 同様である。

,交通量

予測に用いる交通量は、現地調査結果に基づく現況交通量を一般交通量とし、

廃棄物搬入車両を加えて、表 8-1,30に示す とお り設定 した。ただ し、一般交通

0
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